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シ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　スコットランドでは、お正月のお祝いを“ホグマニー”と言   
　　　　　　　　　　　　　　　　　います。この言葉はバイキングやスカンジナビアの昔の祭りに
　　　　　　　　　　　　　　　　　由来しています。１月３日までお正月祝いが続きますが、ホグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　マニーで行われる伝統的な習慣といえば、日本と同じように大
　　　　　　　　　　　　　　　　　掃除をすること、借金は12月31日の24時までにすべて返すとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　うことです。年が明ける直前に“蛍の光”を歌いますが、この
曲は1788年から受け継がれており、日本では卒業式などでも使われています。
　ホグマニーのお祝いで欠かせないのが、親友であれ他人であれ、お互いが思いやりの気持ちを持っ
てキスをし、「Guid（＝Good）New Year」と言い合うことです。昨年のことを忘れて、新たな気持ち
で新年を迎えるという意味があります。“ファースト・フッティング（最初の一歩）”も昔からの習
慣で、１日の０時を過ぎてから黒い髪と目の男性が先に玄関に入ると、１年間幸福になるというもの
です。なぜ黒が良いかというと、昔スコットランドを襲っていたバイキングの人がほとんど金髪だっ
たので、そう見えない人がスコットランドの家にとって幸運だからです。しかし現在は、金髪の人に
対しての偏見は特にありません。
　ホグマニーで最も素晴らしいのは、“ファイアー・セレモニー”という行事です。スコットランド
北東のストーンヘブンという所で、10㌔もある大きなファイアーボール（火の球）を1.5メートルの
棒の両端に吊るし、60人の男が担いだり回したりしながら街を一周します。太陽の光に見立てたファ
イアーボールに悪霊を払う力があると信じられ、キリスト教以前から続いています。私は西条祭りを
見るたびに、このお祝いを思い出します。皆さん、Happy New Year！　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　クリストファー・
　　　サマーフィールドさん
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